
 鉄道事業本部長の福永です。

 私からは、未来の鉄道に向けて、と題して、当社の鉄道事業の特徴を踏まえてご説明します。

 次のページをご覧ください。



 まず、当社の鉄道事業を取り巻く環境です。

 九州では、福岡など一部の都市を除き、全国的に見ても人口減少が深刻な課題です。また、高速道
路の整備が進むにつれて、マイカーや高速バスとのシェア争いは激しさを増しています。

 次のページをご覧ください。



 1987年に国鉄から分割民営化してスタートした鉄道事業は長年赤字でしたが、九州新幹線の全線開
業や2016年に実施した固定資産の減損を経て黒字化し、コロナ前の鉄道旅客運輸収入は1,500億円
台まで伸長していました。

 一方で、減損処理後も毎年250～300億円程度の設備投資が発生しており、減価償却費は毎年10～
20億円程度増加する傾向にあります。

 次のページをご覧ください。



 こうした厳しい事業環境や特徴を踏まえて、鉄道事業の収支改善を推進してきました。

 例えば、都市間輸送の増発やスピードアップ、ネット予約へのシフトを積極的に図ることで増収に
取り組んできました。また、駅体制のスリム化やワンマン化等による効率的な事業運営の実現によ
り、売上高人件費率を着実に下げる等、コスト削減にも取り組んできました。

 次のページをご覧ください。



 コロナによって、これらの取組みが一変し、鉄道事業の人流依存や固定費割合の高さが露呈し、ニ
ューノーマルで持続的に鉄道事業を運営するために固定費の継続的な削減が急務となりました。

 そこでBPRの固定費削減、すなわち構造改革を短期間で実行しました。目標値は2020年3月期の鉄
道事業の営業費用の約1割にあたる140億円の削減です。

 BPRプロジェクトの特徴は、「聖域なき改革」、「迅速な検討と決断」、「自分ごと化」です。客
観的な数値的分析のもと系統の壁やルールの見直しを重ね、経営陣がコミットして短期間で決断を
重ねることで構造改革計画をまとめ、広く社内に改革のアイデアを募ることで4000件ものアイデア
が寄せられるなど、グループ全体で一丸となって取り組みました。

 7ページをご覧ください。





 BPRは、プロジェクト立上げから約2年半という期間で、目標としていた140億円の効果発現を今期
達成できる見込みです。

 今中期経営計画最終年度である2025年3月期には、鉄道運輸収入はコロナ前の水準に戻りきらない
ものの、営業収益1,590億円、営業利益165億円の黒字目標を掲げています。

 しかしながら、鉄道事業の収支改善の取組みがここで終わるわけではありません。

 次のページをご覧ください。



 BPRで培ったスリムな鉄道事業を起点として、九州のまちづくりを牽引する「未来の鉄道」をつく
るべく、この春から「未来鉄道プロジェクト」を立ち上げました。

 「未来鉄道プロジェクト」では、本中期経営計画期間の2025年3月期およびその後の2031年3月期
を見越した収支改善の深度化に取り組んでいます。

 次のページをご覧ください。



 未来鉄道プロジェクトの狙いは、前述した減価償却費の積み上がりに耐えうる経営基盤づくりの必
要性を背景として、守りと攻めの両面があります。守りは、パンデミックや災害の激甚化などとい
った外部環境のリスクへ備えたいという狙いで、攻めは、「安全」や「サービス」の成長と進化に
つながる将来に向けた積極的な成長投資を行える体力を築きたいという狙いがあります。

 取り組むにあたって、BPRとの違いを明確に定めており、未来鉄道は「クロスファンクショナルチ
ームを新たに組成する」「中長期的な成長戦略を描く」「収入獲得や投資を伴う収支改善策を講じ
る」という観点で取り組んでいます。

 次のページをご覧ください。



 未来鉄道プロジェクトは９つのクロスファンクショナルチームを組成して、組織横断的に検討を推
進しています。鉄道事業に特化したチームに加え、グループ会社、バックオフィスなども連携し幅
広く取り組んでいます。

 ここからは、主な取組みを6つ紹介します。次のページをご覧ください。



 未来の稼ぎ方（鉄道）のテーマでは、増収や駅体制の最適化について検討しています。

 「新規のお客さまの獲得」「リピーターの育成」「適切な対価」の観点から、従来の施策を磨くと
ともに新たな打ち手を通じて、顧客生涯価値の最大化に取り組んでいきます。

 次のページをご覧ください。



 未来の稼ぎ方（鉄道周辺）のテーマでは、鉄道事業の持てる力とオープンイノベーションを掛け合
わせて新たな価値を創出するべく検討を進めています。

 重点戦略としては「エネルギー・環境」「社会インフラ」などを定めており、グループ会社や外部
パートナーとの連携を通じて成長戦略を描いていきます。

 次のページをご覧ください。



 未来の輸送体系のテーマでは、「需要に応じた柔軟な輸送力」の提供や自動運転の拡大について検
討しています。

 様々な需要の変化に対して柔軟にダイヤを変更して、お客さまのご要望に応えることができる輸送
サービスの仕組みづくりに取り組んでいきます。また、運転士あるいは運転士以外の係員の乗務す
る自動運転区間の拡大もあわせて推進していきます。

 次のページをご覧ください。



 未来のメンテナンスでは、車両・設備の状態のデータを更に詳細に把握・分析する技術を導入して
いくことで、ライフサイクルコストを最小化するメンテナンスの実現に取組みます。

 また、現在は人力でおこなっている検査や見張りなどの業務を機械やAIに置き換えていくことによ
り、生産性と安全性の向上に取組みます。

 次のページをご覧ください。



 未来の設備のテーマでは、「駅」「運転設備」「業務設備」等を視野に入れ、鉄道アセットの最適
化を検討しています。

 「無線技術」、「次世代エネルギー」、「デジタル基盤」などの技術を最大限活用し、スリムな鉄
道を目指して取り組んでいきます。

 次のページをご覧ください。



 最後に、未来の収支管理のテーマでは、京セラさまの「アメーバ経営」を参考に鉄道にカスタマイ
ズした管理会計にチャレンジします。

 現場などの各職場の収支を見える化し、全員で収支改善と人材育成に取り組む鉄道事業を目指しま
す。

 次のページをご覧ください。



 こうした取組みをもとに、未来鉄道プロジェクトが目指す姿は「自立した経営基盤と成長の好循環
」です。

 安全とサービスを基盤として、「しなやかで変化対応力に富む鉄道」「筋肉質で生産性が高い鉄道
」を実現することで、持続的に利益を生み出す自立した経営基盤を築き、成長投資や人材投資によ
り、従業員のエンゲージメントを高めていく。それが提供価値の向上につながり、お客さま・地域
を含めたあらゆるステークホルダーのみなさまの期待に応えることへ通じていくと考えています。
この未来志向の好循環をつくりだし、持続的な発展に貢献していきます。

 以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。


